
群馬県過疎地域自立促進計画（平成３０年１月変更）の概要

１ 産業の振興
（P.4～21）

２ 交通通信体
系の整備、情
報化及び地域
間交流の促進
（P.22～35）

４ 高齢者等の
保健福祉の向
上及び増進
（P.40～42）

５ 医療の確保
（P.43～45）

６ 教育の振興
（P.46）

７ 地域文化の
振興等
（P.47）

８ 集落の整備
（P.48）

【自ら講じようとする措置】
・農業基盤整備事業(29箇所) ・鳥獣害に強い集落づくり支援事業
・森林整備担い手対策事業 ・県産木材生産促進対策事業
・地場産業総合振興対策事業 ・群馬県企業誘致推進補助金
・地域特性や地域資源を生かした創業支援

【市町村に対する行財政上の援助】
・担い手への農地集積・集約化 ・耕作放棄地再生対策
・担い手農家への支援 ・「野菜王国・ぐんま」総合対策
・世界で戦えるこんにゃく総合対策・ぐんまの果樹新時代対応推進
・中山間地域総合整備事業 ・鳥獣害対策地域支援事業
・小規模農村整備事業 ・森林・林業再生基盤づくり交付金
・商店街活性化支援事業 ・千客万来支援事業

【自ら講じようとする措置】
・市町村道代行整備(４路線、4,544m)・林道代行整備(２路線、6,730m)
・国道整備(10路線、31,005m) ・県道整備(23路線、13,949m)
・林道整備(６路線、2,789m) ・林業専用道整備(10路線、17,175m)
・山村と都市との連携・交流支援・ぐんま暮らし支援
・利根川水系上下流交流 ・グリーン・ツーリズム推進体制確立

【市町村に対する行財政上の援助】
・群馬県市町村乗合バス補助制度・補助公共林道事業
・無線システム普及支援事業 ・県単林道整備事業

【自ら講じようとする措置】
・地域見守り支援 ・ぐんま縁結びネットワーク
・障害者就業・生活支援センター運営

【市町村に対する行財政上の援助】
・在宅要援護者総合支援事業 ・地域支援事業交付金
・高齢者の生きがいと健康づくり支援 ・介護給付費県費負担
・障害福祉サービス及び指定通所支援利用給付金事業
・群馬県シルバー人材センター事業補助 ・市町村保育給付費負担

【自ら講じようとする措置】
・へき地診療所施設・設備整備費補助事業 ・患者搬送体制の整備
・へき地医療拠点病院運営費補助・地域保健関係職員等研修事業
・へき地医療支援機構担当医師経費補助事業・看護職員研修
・医師確保就学研修資金貸与事業

【市町村に対する行財政上の援助】
・へき地診療所運営費補助 ・へき地学校巡回検診事業費補助

【自ら講じようとする措置】
・公立小・中学校の教育施設整備・ぐんまの高校ガイド

【自ら講じようとする措置】
・「群馬のふるさと伝統文化」支援事業・「群馬の文化」支援事業

【自ら講じようとする措置】
・過疎地域いきいき集落づくり支援事業
・地域おこし協力隊の活動・定住支援
・いきいき・地域・つながりＩＣＴ支援

９ その他地域
の自立促進に
関し必要な事
項（P.49）

【自ら講じようとする措置】
・地域力向上事業
・やま・さと応縁隊活動調査

＜策定の趣旨＞
群馬県過疎地域自立促進計画は、過疎地域自立促進特別措置法に基づき策定するもので、群馬県過疎
地域自立促進方針に基づき、県が過疎地域の市町村に協力して講じようとする措置の計画を定めたもの
＜対象地域＞
高崎市（旧倉渕村）、桐生市（旧黒保根村）、沼田市（旧利根村）、藤岡市（旧鬼石町）、みどり市（旧（勢）
東村）、上野村、神流町、下仁田町、南牧村、中之条町、嬬恋村、東吾妻町、片品村、みなかみ町
＜計画期間＞ （１４市町村）
平成２８年４月１日から平成３３年３月３１日までの５年間

○基本的な事項 （P.2,3）

○主な分野別事業

３ 生活環境の
整備
（P.36～39）

下 線：新規掲載事業 赤文字：H30.1変更事項

群馬県企画部地域政策課

＜過疎対策推進の３つの視点＞

○ハード面の対策を継続するとともに、ソフト面の対策を充実・強化
○毎年度、事業実績の把握と計画の見直しを行い、過疎対策を推進

Ⅰ「くらし」を支える（まち）
Ⅱ「なりわい」を守り、生み出す（しごと）
Ⅲ「ひと」を育てる（ひと）

【自ら講じようとする措置】
・ぐんま地域防災アドバイザー養成事業 ・消防団員確保対策
・地域災害対応力養成支援事業 ・単独治山事業
・県民防災塾

【市町村に対する行財政上の援助】
・消防防災施設等整備事業 ・水道等整備事業
・汚水処理施設整備費補助事業 ・水源かん養治山事業


